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ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
地
区
再
開
発
史
分
析
へ
の
予
備
的
考
察
︵
一
︶

川　

島　

佑　

介　

　
　

目
次

　
　

は
じ
め
に　

本
稿
の
課
題

　
　

第
一
章　

ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
先
行
研
究
の
再
検
討

　
　
　

第
一
節　

ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
先
行
研
究
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
解
釈

　
　
　
　

第
一
項　

帰
結
の
解
釈 

― 
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
再
開
発

　
　
　
　

第
二
項　

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
解
釈 

― 
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
再
開
発
へ
の
選
好

　
　
　

第
二
節　

国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　
　
　

第
一
項　

研
究
例

　
　
　
　

第
二
項　

そ
の
再
検
討 

― 

世
界
都
市
論
内
部
か
ら
の
見
直
し

　
　
　

第
三
節　

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　
　
　

第
一
項　

研
究
例

　
　
　
　

第
二
項　

そ
の
再
検
討 

― 

捉
え
方
そ
の
も
の
の
問
題
お
よ
び
、
説
明
の
限
界
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第
四
節　

中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　
　
　

第
一
項　

中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
の
視
角
が
求
め
ら
れ
る
理
由

　
　
　
　

第
二
項　

研
究
例

　
　
　
　

第
三
項　

先
行
研
究
の
中
央
政
府
の
選
好
・
機
能
の
捉
え
方
に
お
け
る
経
験
的
問
題

　
　
　
　

第
四
項　

先
行
研
究
の
地
方
自
治
体
の
選
好
・
機
能
の
捉
え
方
に
お
け
る
規
範
的
問
題

　
　
　
　

第
五
項　

小
括 

― 

中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
考
察
に
向
け
て 

　
︵
以
上
本
号
︶

　
　

第
二
章　

中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
理
論
的
検
討
お
よ
び
、
分
析
枠
組
と
仮
説
モ
デ
ル
の
提
示

は
じ
め
に
　
本
稿
の
課
題

ロ
バ
ー
ト
・
リ
ー
チ R

obert Leach 

と
ジ
ェ
ニ
ー
・
パ
ー
シ
ー
＝
ス
ミ
ス Janie Percy-Sm

ith 

に
よ
れ
ば
、
今
日
の
国
家
は
、
二
つ

の
意
味
で
変
化
し
て
き
た
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
行
政
史
を
題
材
に
、
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
集
合
的

サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
私
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
た
近
代
以
前
と
は
対
照
的
に
、
一
九
世
紀
以
降
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
活
動
範

囲
は
、
福
祉
、
公
衆
衛
生
、
道
路
建
設
、
教
育
へ
と
拡
大
し
て
き
た
︵Leach, Percy-Sm

ith, 2001, p.48

︶。
第
二
に
、
二
〇
世
紀
以

降
、﹁
政
府
が
中
央
的
か
つ
地
方
的
に
な
っ
た
﹂。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
が
こ
れ
ら
の
政
策
供
給
機
能
を
吸
収
し
、
多
目
的
団
体
と

な
る
と
同
時
に
、
中
央
政
府
の
関
与
も
拡
大
し
た
た
め
に
、
両
者
の
関
係
が
複
雑
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
︵Leach, Percy-

Sm
ith, 2001, pp.49-51

︶。
国
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
二
つ
の
変
化
は
、
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
み
な
ら
ず
、
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現
代
国
家
に
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
例
え
ば
西
尾
勝
は
、
先
進
各
国
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
職
能
国
家
﹂

な
い
し
﹁
積
極
国
家
﹂
へ
の
変
化
と
、
中
央
地
方
関
係
の
複
雑
化
を
指
摘
し
て
い
る
︵
西
尾
、
二
〇
〇
一
、
三
―
四
頁
、
六
六
―
七
〇

頁
︶。今

日
の
こ
れ
ら
二
つ
の
変
化
は
、
一
つ
の
論
点
を
提
起
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
経
済
政
策
と
社
会
政
策
の
二
種
類
の
政
策
群
と
、
中

央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
二
階
層
の
政
府
レ
ヴ
ェ
ル
と
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
る(((
。
こ
の
論
点
は
、

例
え
ば
、
住
民
の
生
活
保
障
を
主
た
る
目
的
と
す
る
、﹁
福
祉
政
策
が
、
地
方
自
治
や
地
方
自
治
体
の
機
能
と
ど
う
関
わ
り
合
う
の

か
﹂、
と
い
う
形
式
で
問
わ
れ
て
き
た
︵
秋
月
、
二
〇
〇
一
、
一
三
三
頁
︶。
こ
の
論
点
に
対
し
て
は
、
既
に
多
く
の
理
論
的
お
よ
び
経

験
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
議
論
状
況
は
混
迷
の
最
中
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
は
社
会
政
策
に
傾
斜
し
、
地
方

自
治
体
は
経
済
政
策
に
傾
斜
す
る
、
と
い
う
議
論
も
あ
れ
ば
、
中
央
政
府
は
経
済
政
策
に
傾
斜
し
、
地
方
自
治
体
は
社
会
政
策
に
傾
斜

す
る
、
と
い
う
議
論
も
あ
る
︵
例
え
ば
、
水
口
、
一
九
八
五
、
二
六
二
―
二
七
四
頁；

秋
月
、
二
〇
〇
一
、
一
三
三
―
一
四
四
頁
な
ど

を
参
照
︶。

こ
の
論
点
に
お
い
て
、
都
市
再
開
発
政
策
は
、
興
味
深
い
研
究
素
材
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
都
市
再
開
発
が
持
つ
独
特
な

性
格
に
起
因
す
る
。
並
木
昭
夫
は
、
都
市
再
開
発
を
﹁
公
的
主
体
の
何
ら
か
の
関
与
の
下
に
、
計
画
的
に
行
わ
れ
る
都
市
の
既
成
市
街

地
に
お
け
る
建
築
物
の
整
備
を
伴
う
更
新
活
動
﹂
と
定
義
す
る
︵
並
木
、
一
九
八
二
、
五
一
一
頁
︶。
並
木
に
よ
る
こ
の
定
義
は
、
都

市
再
開
発
の
二
つ
の
側
面
を
指
し
示
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
都
市
を
変
化
す
る
経
済
構
造
に
対
応
す
る
よ
う
に
﹁
更
新
﹂
し
、
も
っ

て
都
市
の
経
済
成
長
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
側
面
で
あ
る
。
こ
の
側
面
は
、
都
市
再
開
発
に
お
け
る
経
済
政
策
的
な
側
面
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
側
面
を
﹁
経
済
成
長
的
側
面
﹂
と
呼
ぶ
。
二
つ
目
は
、
既
存
住
民
へ
の
生
活
の
保
障
や
、
生
活
水
準
の
向
上
の
側
面
で

あ
る
。
都
市
再
開
発
は
、﹁
既
成
市
街
地
﹂
に
お
け
る
開
発
で
あ
る
か
ら
、
既
存
住
民
の
生
活
に
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
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際
に
既
存
住
民
か
ら
の
要
求
に
答
え
る
こ
と
も
、
都
市
再
開
発
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
側
面
は
、
都
市
再
開
発
に
お
け
る
社
会

政
策
的
な
側
面
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
側
面
を
﹁
生
活
保
障
的
側
面
﹂
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
都
市
再
開
発
に
お
い
て

は
、
資
金
や
空
間
と
い
っ
た
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
二
側
面
が
ほ
ぼ
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

新
規
企
業
の
誘
致
を
優
先
す
れ
ば
、
空
白
地
を
作
り
出
す
た
め
に
、
既
存
住
民
の
住
宅
を
解
体
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
逆
に
、
既
存
建
築

物
の
維
持
や
向
上
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
住
民
か
ら
の
合
意
は
調
達
し
や
す
い
が
、
経
済
成
長
の
達
成
は
難
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

都
市
再
開
発
に
お
い
て
は
、
経
済
政
策
は
経
済
成
長
的
側
面
に
、
社
会
政
策
は
生
活
保
障
的
側
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
ら
れ
、
し

か
も
そ
の
二
側
面
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
再
開
発
政
策
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
い
う
二

つ
の
﹁
公
的
主
体
﹂
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
の
側
面
を
優
先
す
る
の
か
を
解
明
し
う
る
格
好
の
研
究
素
材
な
の
で
あ
る
。

都
市
再
開
発
に
お
け
る
二
側
面
と
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
二
つ
の
公
的
主
体
と
の
関
係
と
い
う
論
点
に
お
い
て
は
、
一
つ
の

根
強
い
議
論
が
あ
る
。
例
え
ば
、
五
十
嵐
敬
喜
と
小
川
明
雄
は
、
一
九
八
〇
年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代
の
日
本
の
都
市
再
開
発
が
、
経
済

成
長
的
側
面
優
位
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
理
由
を
中
央
政
府
の
主
導
性
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府

は
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
都
市
計
画
を
取
り
払
い
、
企
業
活
動
の
自
由
を
拡
大
し
、
も
っ
て
経
済
成
長
の
達
成
を
目
指

す
存
在
と
さ
れ
る
。
対
照
的
に
、
中
央
政
府
は
、
既
存
住
民
へ
の
生
活
保
障
的
側
面
は
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

五
十
嵐
と
小
川
は
、
中
央
政
府
の
主
導
す
る
都
市
再
開
発
が
、
経
済
成
長
的
側
面
に
過
度
に
偏
重
し
、
生
活
保
障
的
側
面
が
十
分
に
満

た
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
︵
五
十
嵐
・
小
川
、
二
〇
〇
三
、
三
―
五
章
︶。
こ
う
し
た
批
判
的
意
識
か
ら
、
地

方
自
治
体
の
主
導
す
る
都
市
再
開
発
が
代
替
案
と
し
て
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
地
方
自
治
体
は
、
既
存
住
民
と
の
対
話
を
通
じ
、
生

活
保
障
的
側
面
を
重
視
し
た
都
市
再
開
発
を
構
想
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
年
で
も
、
世
界
的
な
﹁
地
方
分
権
﹂
の
進
展
を
背
景

に
、
生
活
保
障
的
側
面
と
地
方
自
治
体
の
リ
ン
ク
の
可
能
性
を
模
索
す
る
研
究
は
数
多
い
︵
例
え
ば
、
小
林
編
著
、
二
〇
〇
二
な
ど
︶。
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こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
は
経
済
成
長
的
側
面
に
偏
重
し
た
都
市
再
開
発
へ
の
懸
念
と
共
に
語
ら
れ
、
地
方
自
治
体
は
生
活
保
障
的
側

面
を
十
分
に
組
み
込
ん
だ
都
市
再
開
発
へ
の
期
待
と
共
に
語
ら
れ
て
い
る
。

都
市
再
開
発
を
め
ぐ
る
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
議
論
状
況
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
が
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
地

区 D
ocklands 

の
再
開
発
研
究
で
あ
る
。
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
と
は
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
南
東
に
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
カ
ナ

リ
ー
・
ワ
ー
フ C

anary W
harf 

を
中
心
と
す
る
、
広
さ
約
八
・
五
平
方
マ
イ
ル
の
地
区
の
総
称
で
あ
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
ド
ッ

ク
ラ
ン
ズ
は
多
様
な
姿
を
見
せ
て
き
た
。
二
〇
世
紀
中
盤
ま
で
は
、﹁
ド
ッ
ク
﹂
と
い
う
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
港
と
し

て
、
貿
易
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
に
は
、
流
通
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
ド
ッ
ク
は
次
々

と
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
港
湾
業
を
支
え
て
い
た
肉
体
労
働
者
や
移
民
労
働
者
は
職
を
失
い
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
は
荒
れ

果
て
た
イ
ン
ナ
ー
・
シ
テ
ィ
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
に
至
る
。
早
く
も
一
九
六
〇
年
代
か
ら
様
々
な
再
開
発
案
が
提
示
さ
れ
る
も
の

の
、
状
況
は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
悪
化
の
一
途
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た(((
。
こ
う
し
た
閉
塞
状
況
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
、

中
央
政
府
は
、
一
九
八
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
開
発
公
社 London D

ocklands D
evelopm

ent C
orporation

︵
以
下
、
Ｌ

Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
略
記
︶
を
設
立
し
、
一
九
九
八
年
ま
で
再
開
発
を
包
括
的
に
担
当
さ
せ
た
。
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、

中
央
政
府
が
直
接
的
に
介
入
す
る
と
い
う
手
法
の
大
胆
さ
と
、
も
た
ら
さ
れ
た
劇
的
な
変
化
と
い
う
帰
結
ゆ
え
に
、
大
き
な
関
心
を
集

め
て
き
た
。

日
本
に
お
け
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
で
も
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
ス
ー
・
ブ
ロ
ー
ニ
ル Sue B

row
nill 

は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。﹁
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
は
、
長
年
に
わ
た
る
中
央
と
地
方
の
対
立
の
例
外
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
し
、
実
際
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
設

立
以
来
の
年
月
は
、
激
し
い
反
対
と
地
域
か
ら
の
反
発
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
非
常
に
多
く
の
場
合
、
地
方
自
治
体
と
中
央
政

府
、
地
域
住
民
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
よ
う
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
間
の
こ
れ
ら
の
対
立
は
、
地
域
益
と
国
益
の
衝
突
の
名
の
下
に
包
含
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
都
市
計
画
や
イ
ン
ナ
ー
・
シ
テ
ィ
政
策
の
、
異
な
る
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
間
の
よ
り

深
い
対
立
に
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、
地
域
の
多
数
派

労
働
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
い
、
ま
た
非
市
場
的
な
基
準
に
合
致
す
る
よ
う
な
異
な
っ
た
計
画
や
代
替
案
を
準
備
し
て
き
た
の
に
対
し
、
都

市
開
発
公
社
は
、
私
的
セ
ク
タ
ー
の
利
益
の
中
で
、
地
域
を
開
発
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
﹂︵B

row
nill, 1993, p.10

︶。
こ
の
文
章
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
経
済
成
長
的
側
面
を
重
視
し
、
地
方
自
治
体
は
生
活
保
障

的
側
面
を
重
視
す
る
と
い
う
理
解
が
引
き
出
さ
れ
て
き
た
典
型
的
な
事
例
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
の
後
期
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
状
況
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
に
よ
る
か
か
る
理

解
は
疑
問
視
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
期
に
入
る
と
、
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
生
活
保
障
的
側
面
を
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
逆

に
地
方
自
治
体
は
経
済
成
長
的
側
面
へ
と
傾
斜
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
中
央
政
府
イ
コ
ー
ル
経

済
成
長
的
側
面
、
地
方
自
治
体
イ
コ
ー
ル
生
活
保
障
的
側
面
と
い
う
理
解
が
強
く
引
き
出
さ
れ
て
き
た
事
例
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
通

史
的
な
再
検
討
に
よ
っ
て
、
か
か
る
理
解
が
自
明
視
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
本
稿
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
再
検
討
に
向
け
た
予
備
的
作
業
を
行
う
こ
と
を
課
題
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
が
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
選
好
を
決
定
論
的
に
捉

え
、
さ
ら
に
、
前
期
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
分
析
に
よ
っ
て
、
か
か
る
機
能
分
担
お
よ
び
選
好
配
置
を
実
証
し
て
き
た
こ
と
に
対

し
、
本
稿
は
、
ま
ず
理
論
的
な
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
決
定
論
的
な
理
解
を
相
対
化
し
、
実
証
に
向
け
た
分
析
枠
組
と
仮
説
モ
デ

ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機

能
や
選
好
が
、
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
を
理
論
的
に
検
討
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
作
業
を
踏
ま
え
て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開

発
分
析
の
仮
説
モ
デ
ル
で
あ
る
、﹁
修
正
都
市
間
競
争
論
モ
デ
ル
﹂
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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詳
し
く
は
第
二
章
で
明
ら
か
に
す
る
が
、
修
正
都
市
間
競
争
論
モ
デ
ル
は
、
法
令
に
よ
る
統
制
や
財
政
援
助
と
い
っ
た
中
央
地
方
関

係
の
強
弱
と
、
国
際
化
の
進
展
と
い
う
二
つ
の
説
明
要
因
か
ら
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
、
都
市
再
開
発
の
諸
側
面
へ

の
選
好
を
予
測
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
修
正
都
市
間
競
争
論
モ
デ
ル
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
分
担

や
選
好
配
置
に
対
し
、
中
央
地
方
関
係
と
国
際
化
と
い
う
二
つ
の
説
明
要
因
を
据
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
説
明
要
因

の
変
化
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
機
能
分
担
や
選
好
配
置
も
変
化
し
う
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、

ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
け
る
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
分
担
や
選
好
配
置
、
お
よ
び
そ
の
変
化
を
仮
説
化

す
る
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
関
係
と
そ
の
変
化
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の

帰
結
を
も
仮
説
化
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
デ
ル
の
意
義
は
、
単
に
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
修
正
都
市
間

競
争
論
モ
デ
ル
は
、
中
央
政
府
イ
コ
ー
ル
経
済
成
長
的
側
面
、
地
方
自
治
体
イ
コ
ー
ル
生
活
保
障
的
側
面
と
い
う
理
解
を
引
き
出
し
て

き
た
都
市
再
開
発
研
究
に
対
し
て
も
、
そ
の
見
直
し
を
迫
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
経
済
政
策
と
社
会

政
策
の
二
種
類
の
政
策
群
と
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
二
階
層
の
政
府
レ
ヴ
ェ
ル
と
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い

う
論
点
に
も
一
定
の
知
見
を
も
た
ら
し
う
る
。

以
下
本
稿
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。
第
一
章
で
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
お
よ
び
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
視
角
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

を
整
理
し
、
再
検
討
す
る
。
第
一
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て

よ
い
解
釈
が
二
点
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
一
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
が
、
生
活
保
障
的
側
面
を
犠
牲
に
し
た
、
経
済
成
長
的
側
面

重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
先
行
研
究
は
、
こ
の
理
由
を
、
包
括
的
に
再
開
発
を
担
っ
た

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
、
経
済
成
長
的
側
面
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
き
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
経
済
成
長
的
側
面

重
視
型
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う



論　　説

法政論集　240号（2011） 166

か
。
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
三
つ
の
視
角
を
提
示
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
、
そ
し
て
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
国
際
化
す
る
市

場
原
理
の
反
映
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
を
検
討
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
単
な
る
経
済
構
造
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ

Ｃ
を
捉
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
知
見
を
受
け
て
、
第
三
節
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
を
検
討
す
る
。
こ
の
視
角
へ
の
批
判
的
再
検
討
に
よ
っ
て
、
個
人
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る

産
物
へ
と
還
元
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
い
う
視
角
か
ら
捉
え

ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
以
上
の
作
業
を
踏
ま
え
て
、
第
四
節
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
中
央
政
府
お
よ
び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ

と
、
地
方
自
治
体
の
選
好
の
捉
え
ら
れ
方
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点
と
は
、
中
央
政

府
と
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
都
市
再
開
発
と
の
結
び
付
き
お
よ
び
、
地
方
自
治
体
と
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
都
市
再
開
発
と

の
結
び
付
き
が
自
明
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
明
視
が
、
い
か
な
る
問
題
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
、
経
験

的
問
題
、
規
範
的
問
題
の
二
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。
最
後
に
、
第
一
章
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
機
能

分
担
や
選
好
配
置
に
つ
い
て
、
都
市
論
の
分
野
で
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
分
析
に
は
、
こ
れ
ら
の
理
論

的
蓄
積
が
参
考
に
な
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
章
は
、
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
理
論
的
検
討
を
行
い
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
分
析
の
た
め
の
分
析
枠
組
と
仮
説

モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
ま
ず
、
第
一
節
と
第
二
節
で
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
政
府
機
能
を
分
担
し

て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
好
は
、
ど
の
政
府
機
能
な
の
か
を
説
明
す
る
三
つ
の
理
論
の
検
討
を
行
う
。
こ
こ
で
言

う
政
府
機
能
と
は
、
公
的
主
体
に
期
待
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
機
能
で
あ
る
、
経
済
政
策
と
社
会
政
策
を
指
す
。
第
一
節
で
は
、﹁
二
重

国
家
論 dualistic theory of state

﹂
を
検
討
す
る
。
二
重
国
家
論
は
、
中
央
政
府
が
経
済
政
策
を
、
地
方
自
治
体
が
社
会
政
策
を
そ
れ
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ぞ
れ
分
担
・
選
好
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
理
論
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、﹁
都
市
間
競
争
論 theory of com

petition am
ong local 

com
m

unities

﹂
と
﹁
立
法
府
理
論 legislative theory

﹂
を
検
討
す
る
。
都
市
間
競
争
論
は
、
中
央
政
府
が
社
会
政
策
を
、
地
方
自
治

体
が
経
済
政
策
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
・
選
好
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
理
論
で
あ
り
、
立
法
府
理
論
は
そ
の
逆
の
こ
と
を
説
明
す
る
理

論
で
あ
る
。
第
三
節
で
は
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
以
降
に
お
け
る
、
都
市
間
競
争
論
の
理
論
的
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
四
節
で
は
、

ま
ず
、
政
府
機
能
の
分
担
・
選
好
配
置
に
対
し
て
異
な
る
説
明
を
提
示
す
る
、
二
重
国
家
論
・
立
法
府
理
論
と
都
市
間
競
争
論
と
の
間

の
架
橋
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、
第
二
章
の
理
論
的
検
討
を
踏
ま
え
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
分
析
枠
組
で
あ
る
、

修
正
都
市
間
競
争
論
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

注
⑴　

本
稿
は
、
公
共
政
策
の
分
類
と
し
て
、﹁
経
済
政
策
﹂
と
﹁
社
会
政
策
﹂
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
、
経
済
政
策
は
﹁
開
発
政

策
﹂
や
﹁
産
業
政
策
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
様
に
、
社
会
政
策
は
﹁
福
祉
政
策
﹂
や
﹁
再
分
配
政
策
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
意
味

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
直
接
引
用
す
る
場
合
を
除
き
、﹁
経
済
政
策
﹂
と
﹁
社
会
政
策
﹂
と
い
う
言
葉
で
統
一
す
る
。

⑵　

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
以
前
の
再
開
発
史
も
、
既
に
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
︵B

row
nill, 1993, chap.2; W

hitehouse, 

2000, pp.202-208；

シ
ェ
パ
ー
ド
、
一
九
八
五；

シ
ェ
パ
ー
ド
、
一
九
八
六；

辻
、
一
九
九
二；

広
川
、
一
九
八
一；

山
崎
、
一
九
八
七；

渡
辺
、

一
九
九
三
︶
な
ど
が
詳
し
い
。
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第
一
章
　
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
先
行
研
究
の
再
検
討

　

第
一
節　

ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
先
行
研
究
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
解
釈

　
　

第
一
項　

帰
結
の
解
釈 

― 

経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
再
開
発

本
項
は
、
先
行
研
究
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰
結
を
、
生
活
保
障
的
側
面
を
犠
牲
に
し

た
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
と
し
て
解
釈
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

ま
ず
、
先
行
研
究
が
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰
結
を
、
少
な
く
と
も
経
済
成
長
的
側
面
に
お
い
て
は
、
概
ね
肯
定
的
に
評
価
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
Ｓ
・
Ｋ
・
ア
ル
・
ナ
イ
ブ S K

 A
l N

aib 

は
、
水
辺
環
境
の
有
効
活
用
や
、
環
境
事
業
、
そ
し
て

多
く
の
商
業
や
産
業
、
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、﹁
今
日
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
は
、
世
界
で
最

も
大
規
模
で
か
つ
成
功
し
た
都
市
再
開
発
お
よ
び
都
市
の
刷
新
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
﹂
と
評
価
す
る
︵N

aib, 1996, p.35

︶。
ま

た
、
三
富
紀
敬
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
帰
結
分
析
を
行
い
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
に
お
け
る
、
大
規
模
な
人
口
流
入
、
金
融
保
険
業
を
は

じ
め
と
す
る
雇
用
の
拡
大
、
高
い
賃
金
水
準
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
け
る
経

済
成
長
的
側
面
を
、﹁
人
口
と
雇
用
及
び
賃
金
な
ど
の
諸
指
標
に
み
る
よ
う
に
、
経
済
効
果
を
あ
げ
て
い
る
﹂
と
肯
定
的
に
評
価
す
る

︵
三
富
、
一
九
九
五
、
一
二
五
―
一
二
八
頁
︶。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
少
な
く
と
も
経
済
成
長
的
側
面
に
お
い
て

は
、
肯
定
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る(((
。

こ
う
し
た
経
済
成
長
的
側
面
の
肯
定
的
評
価
と
は
対
照
的
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
で
は
、
生
活
保
障
的
側
面
が
十
分
に
顧
み
ら

れ
な
か
っ
た
と
す
る
批
判
的
な
指
摘
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
研
究
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
い
て
、
経
済

成
長
的
側
面
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
て
も
、
そ
れ
は
既
存
住
民
の
犠
牲
の
上
に
達
成
さ
れ
た
と
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。
例
え
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ば
ブ
ロ
ー
ニ
ル
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
新
規
雇
用
と
新
規
住
宅
が
、
既
存
住
民
で
は
な
く
、
流
入

者
に
配
分
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
彼
女
は
、
既
存
の
社
会
構
造
が
破
壊
さ
れ
、
既
存
住
民
が
就
い
て
い
た
雇
用
が
壊
滅

状
態
に
陥
り
、
公
営
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
既
存
住
民
に
む
し
ろ
不
利
益
を
与
え
た
、
と
論
じ

る
︵B

row
nill, 1993, chap.4, chap.5

︶。
ま
た
、
ア
ン
デ
ィ
・
コ
ー
プ
ラ
ン
ド A

ndy C
oupland 

も
同
様
の
批
判
的
見
解
を
主
張
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
住
民
に
と
っ
て
、
新
た
な
住
宅
は
高
価
す
ぎ
、
ま
た
新
た
な
雇
用
は
高
い
教
育
水
準
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
点
を
も
っ
て
、
彼
は
、﹁
ガ
ラ
ス
や
大
理
石
で
覆
わ
れ
た
巨
大
な
オ
フ
ィ
ス
群
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
﹂
と
批
判
す
る
︵C

oupland, 1992, pp.160-161

︶。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
研

究
も
類
似
の
批
判
的
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
辻
悟
一
や
福
島
義
和
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
い
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
首

相
が
構
想
し
た
﹁
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
効
果
﹂
の
﹁
虚
構
性
﹂
を
指
摘
す
る
。
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
効
果
と
は
、
ま
ず
公
共
投
資
に
よ
っ
て

民
間
資
本
を
呼
び
寄
せ
、
再
開
発
を
行
わ
せ
る
。
次
に
そ
の
再
開
発
の
成
果
が
、
既
存
住
民
の
利
益
へ
と
﹁
溢
れ
出
す
﹂
と
い
う
効
果

を
指
す
。
そ
の
﹁
虚
構
性
﹂
と
は
、
既
存
雇
用
の
減
少
と
ホ
ー
ム
レ
ス
の
増
加
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
既
存
住
民
へ
は
、
雇
用

と
住
宅
の
恩
恵
が
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
指
し
て
い
る
︵
辻
、
一
九
九
二；

福
島
、
一
九
九
八
︶。
こ
の

よ
う
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
対
し
て
は
、
生
活
保
障
的
側
面
の
犠
牲
と
い
う
批
判
が
提
出
さ
れ
て
き
た(((
。

本
項
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
先
行
研
究
が
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰
結
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
か
を
整
理
し
て
き
た
。
本
項
で
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
の
間
で
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰

結
の
解
釈
に
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
的
側
面
は
達
成
さ
れ
た
が
、
既
存
住
民
に
対
す
る
生

活
保
障
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
む
し
ろ
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
生
活
保
障
的

側
面
の
犠
牲
に
基
づ
い
た
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
、
数
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
項　

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
解
釈
―
―
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
再
開
発
へ
の
選
好

前
項
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
生
活
保
障
的
側
面
を
犠
牲
に
し
た
、

経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
本
項
は
、
先
行
研
究
が
、
そ
の
原
因
を
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
に
求
め

て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
は
な
く
経

済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
と
な
っ
た
と
主
張
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
責
任
を
負
う
組
織
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

そ
の
理
由
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
大
き
さ
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
都
市
開
発
公
社 U

rban 

D
evelopm

ent C
orporation

︵
通
称
：
Ｕ
Ｄ
Ｃ
︶
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
都
市
開
発
公
社
と
は
、
ク
ア
ン
ゴ Q

uasi-A
utonom

ous 

N
ational G

overnm
ent O

rganisation

︵
通
称
：
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶
と
呼
ば
れ
る
半
自
律
中
央
政
府
組
織
の
一
種
で
あ
り
︵
小
堀
、
一

九
九
九
、
一
三
九
頁
︶、
保
守
党
が
政
権
に
就
い
て
い
た
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
合
計
一
三
社
作
ら
れ
た(((
。
こ
の
都

市
再
開
発
公
社
は
、
一
九
八
〇
年
地
方
政
府
・
計
画
・
土
地
法 Local G

overnm
ent, planning and Land A

ct 1980 

に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
組
織
で
あ
る
。
同
法
に
よ
っ
て
都
市
開
発
公
社
に
は
以
下
の
諸
権
限
が
与
え
ら
れ
た
︵
斎
藤
、
一
九
九
〇
ｄ
︶。
す
な
わ
ち
、
土

地
改
良
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
基
礎
的
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
︵
第
一
三
六
条
︶。
公
有
地
強
制
帰
属
権 vesting 

と
、
民
間
の
土
地
の

強
制
買
収
権
︵
第
一
四
一
条
、
第
一
四
二
条
︶。
開
発
計
画
の
提
出
権
と
、
そ
の
計
画
に
あ
っ
た
も
の
な
ら
開
発
許
可
を
申
請
し
な
く

と
も
開
発
許
可
が
お
り
た
も
の
と
み
な
せ
る
特
別
開
発
令 Special D

evelopm
ent O

rder 

の
適
用
︵
第
一
四
八
条
︶。
そ
し
て
、
地
方

自
治
体
に
か
わ
り
、
開
発
許
可
申
請
に
許
可
を
下
す
、
地
方
計
画
庁
と
し
て
の
権
限
︵
第
一
四
九
条
︶
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
再
開
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発
に
必
要
な
権
限
が
ほ
ぼ
全
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰
結
の
責
任
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
求

め
ら
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
に
つ
い
て
の
分
析
が
数
多
く
提
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
下
で
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
項
で
も
取
り
上
げ
た
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
に
よ
る
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
の
分
析
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
の
主
張
は
極
め
て

明
快
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、﹁
こ
の
よ
う
な
組
織
︹
＝
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
：
引
用
者
注
︺
の
新
し
い
点
は
、
⋮
地
域
の
私
的
セ
ク
タ
ー

の
活
動
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
﹂
と
特
徴
づ
け
る
︵C

oupland, 1992, p.152

︶。
つ
ま
り
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
私
的
セ
ク
タ
ー

に
再
開
発
の
主
導
性
を
譲
る
こ
と
で
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
を
促
進
さ
せ
た
と
さ
れ
る
︵C

oupland, 1992, pp.152-

156

︶。
そ
れ
に
対
し
て
、
彼
は
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
態
度
は
、
一
貫
し
て
、
彼
ら
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
﹂

︵C
oupland, 1992, p.154

︶
と
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
政
策
目
標
と
手
段
﹂
と
い
う
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
そ
の
も
の
を
分
析
し
た
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ルJohn H

all

も

同
様
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
主
要
な
目
標
が
、
経
済
成
長
的
側
面
に
置
か
れ
て
い
た
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
都
市
計

画
思
想
に
焦
点
を
当
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、﹁
需
要
に
導
か
れ
た
計
画
﹂
で
は
な
く
、
開
発
業
者
に
配
慮
し
た
﹁
供
給
ベ
ー
ス
の
計
画
﹂

を
採
用
し
た
と
指
摘
す
る
︵H

all, 1992, p.22

︶。
そ
れ
に
対
し
て
、
彼
は
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
教
育
機
関
で
も
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
機

関
で
も
、
雇
用
機
関
で
も
、
職
業
訓
練
機
関
で
も
な
い
﹂
と
、
生
活
保
障
的
側
面
に
対
す
る
、
限
定
的
な
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
役
割
を
指
摘
し

て
い
る
︵H

all, 1992, pp.22-23

︶。

日
本
に
お
け
る
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
研
究
も
類
似
の
見
解
を
提
出
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
馬
場
健
の
研
究
を
取
り
上
げ
よ
う
。
彼
の
研
究
は
、

﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
再
開
発
は
成
功
し
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
そ
の
原
因
を
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
抱
え
て
い

た
内
在
的
問
題
﹂
に
求
め
る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
い
る
︵
馬
場
、
一
九
九
五
、
二
九
頁
、
三
二
頁
︶。
そ
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
内
在
的
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な
原
因
の
一
つ
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
中
央
政
府
に
よ
る
準
政
府
機
関
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
も
っ
て
彼
は
、
Ｌ
Ｄ

Ｄ
Ｃ
を
、﹁
英
国
全
体
の
経
済
的
発
展
﹂
に
は
関
心
を
払
う
が
、﹁
住
民
の
意
向
﹂
を
﹁
ほ
と
ん
ど
反
映
﹂
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
特

徴
づ
け
る
︵
馬
場
、
一
九
九
五
、
三
二
―
三
三
頁
︶。

本
項
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
た
諸
研
究
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
を
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型

の
再
開
発
に
見
出
し
、
そ
れ
と
は
対
比
的
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
生
活
保
障
的
側
面
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
、
と
論
じ
て
き

た
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
経
済
成
長
的
側
面
に
関
心
を
置
い
て
い
た
た
め
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
が
、
生
活
保

障
的
側
面
を
犠
牲
に
し
た
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
と
な
っ
た
と
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
い
う
組
織
は
、
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
捉
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
以
下

で
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
三
つ
の
視
角
を
提
示
し
て
き
た
。
そ
の
三
つ
の
視
角
と

は
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
、
そ
し
て
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の

反
映
で
あ
る(((
。
こ
れ
ら
三
つ
の
視
角
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
経
済
構
造
、
個
人
的
ア
ク
タ
ー
、
組
織
と
い
う
異
な
る
レ
ヴ
ェ
ル
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
角
を
個
別
的
に
検
討
し
、
各
々
の
視
角
の
意
義
と
限
界
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

第
二
節　

国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　

第
一
項　

研
究
例

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
、
一
つ
目
の
視
角
と
し
て
、
経
済
構
造
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
視

角
は
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
、
新
た
な
経
済
構
造
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
本
項
で
は
、
代
表
的
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な
研
究
例
を
取
り
上
げ
、
こ
の
視
角
か
ら
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
観
を
整
理
し
て
お
く
。

ま
ず
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
キ
ン
グ A

nthony K
ing 

の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
観
を
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
、﹁
世
界
都
市

G
lobal C

ity/ W
orld C

ity

﹂
ロ
ン
ド
ン
の
形
成
過
程
の
典
型
例
と
し
て
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
彼
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
、﹁
国
家
的
、
国

際
的
資
本
を
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
惹
く
た
め
に
﹂、﹁
七
億
ポ
ン
ド
以
上
の
公
金
が
投
資
さ
れ
た
﹂
組
織
と
し
て
捉
え
る
︵K

ing, 

1990, p.146

︶。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ン
グ
は
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
新
た
な
経
済
構
造
が
、
公
金
に
よ
る
都
市
再
開
発
を
求

め
る
た
め
の
窓
口
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
の
分
析
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
代
表
さ
れ
る
国
内
組
織
が
、
構
造

に
還
元
さ
れ
え
な
い
ア
ク
タ
ー
と
し
て
ど
の
程
度
重
要
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
両
義
性
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
は
、
一
方
で
は
、﹁
世
界
都
市
の
差
異
の
度
合
い
は
、
⋮
国
家
政
策
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
﹂︵K

ing, 1990, pp.154-155

︶
と

し
て
、
世
界
都
市
が
形
成
さ
れ
る
契
機
に
お
け
る
、
国
家
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
だ
が
他
方
で
は
、﹁
世
界
都
市
の
中
心
は
、
そ

こ
で
の
空
間
、
社
会
関
係
、
政
治
が
国
境
の
外
で
の
決
定
に
ま
す
ま
す
依
存
す
る
よ
う
な
、
国
際
的
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る
⋮
世
界
都

市
は
ま
す
ま
す
国
家
か
ら
﹃
解
放
﹄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
﹂︵K

ing, 1990, pp.145-146

︶
と
し
て
、
国
家
の
役
割
が
限
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー R
oger Lee 

も
キ
ン
グ
と
類
似
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
観
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
経
済
の
国

際
化
が
、
ロ
ン
ド
ン
全
体
の
経
済
的
な
競
争
性
を
高
め
る
必
要
性
を
生
み
出
し
た
と
主
張
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
、﹁
ド
ッ
ク
ラ
ン

ズ
の
再
開
発
の
根
幹
﹂
を
、﹁
金
融
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
国
際
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
重
要
性
と
、
世
界

都
市
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
競
争
的
地
位
を
拡
大
す
る
た
め
の
、
投
機
的
開
発
の
利
益
の
潜
在
性
﹂
に
見
出
す
︵Lee, 1992, p.9

︶。

そ
し
て
、
キ
ン
グ
と
同
様
に
、
リ
ー
は
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
、
私
的
投
資
を
促
進
す
る
機
関
と
し
て
捉
え
て
い
る
︵Lee, 1992, p.7, p.17

︶。

最
後
に
、
辻
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
捉
え
方
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
辻
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
、﹁
市
場
が
欲
す
る
再
開
発
﹂
で
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あ
っ
た
と
捉
え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、﹁
地
元
ニ
ー
ズ
主
導
型
の
公
共
計
画
的
開
発
方
式
﹂
に
対
す
る
、﹁
民
間
主
導
型
開
発
方

式
﹂
の
再
開
発
方
針
の
﹁
勝
利
﹂
に
起
因
す
る
︵
辻
、
一
九
九
二
、
五
六
頁
︶。
彼
の
言
う
、﹁
民
間
主
導
型
開
発
方
式
﹂
と
は
、
Ｌ
Ｄ

Ｄ
Ｃ
が
、﹁
戦
略
的
プ
ラ
ン
を
も
た
ず
に
活
動
す
る
こ
と
﹂
を
意
味
す
る
︵
辻
、
一
九
九
二
、
五
二
―
五
三
頁
︶。
彼
は
、
市
場
に
対
し

て
受
け
身
的
で
あ
る
、
か
か
る
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
性
質
が
、
当
時
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
、
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
・
金
融
・
保
険
と
い
っ
た
諸
部

門
を
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。

本
項
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
と
し
て
捉
え
る
、
代
表
的
な
三
人
の
論
者
を
整
理
し
て
き
た
。
彼
ら
の

主
張
の
根
幹
に
は
、
国
際
的
民
間
企
業
の
資
本
蓄
積
へ
の
要
求
が
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
経
済
成
長
的
側
面
へ
と
導
い
た
と
い
う

認
識
が
存
在
す
る
。
そ
の
上
で
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
に
注
目
す
る
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
市
場
原
理
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
限

定
的
に
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
役
割
は
二
点
の
み
に
見
出
さ
れ
て
き
た
。
第
一
の
役
割

は
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
厳
し
い
都
市
計
画
を
取
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
企
業
の
活
動
の
自
由
を
大
き
く
す
る

働
き
で
あ
る
。
第
二
の
役
割
は
、
公
金
が
民
間
企
業
に
利
す
る
よ
う
に
使
わ
れ
る
た
め
の
窓
口
と
し
て
の
働
き
で
あ
る
。
国
際
化
す
る

市
場
原
理
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
こ
の
二
つ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
市
場
原
理
に
ド
ッ

ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
委
ね
た
と
す
る
。

確
か
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
再
開
発
を
経
て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
は
世
界
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
一
角
を
占
め
る
地
位
へ
と
浮
上
し
た
。
ま

た
、
都
市
開
発
一
般
に
言
え
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
世
界
都
市
の
形
成
過
程
に
お
い
て
民
間
企
業
が
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
与
え
た

影
響
は
、
決
し
て
過
小
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
︵A

dam
s, 1994, chap.4

︶。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
れ
ば
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理

の
担
い
手
と
い
う
視
角
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
新
た
な
経
済
構
造
が
都
市
に
与
え
る
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
し

て
い
る
と
評
価
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
都
市
論
内
部
か
ら
も
、
世
界
都
市
を
論
じ
る
に
際
し
て
、
経
済
構
造
に
還
元
す
る



ロンドン・ドックランズ地区再開発史分析への予備的考察（一）（川島）

175

こ
と
に
対
す
る
反
省
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
次
項
で
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
都
市
論
内
部
か
ら
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
　

第
二
項　

理
論
的
再
検
討 

― 

世
界
都
市
論
内
部
か
ら
の
見
直
し

本
項
で
は
、
近
年
の
世
界
都
市
論
の
研
究
を
手
が
か
り
に
し
て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
新
た
な
経
済
構
造
に
よ
る
再
開
発
と
し

て
捉
え
、
ま
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
そ
の
経
済
構
造
の
担
い
手
と
し
て
捉
え
る
視
角
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、﹁
世
界
都
市
﹂
の
定
義
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン John Friedm

ann 

に
よ
る
と
、﹁
世
界
都
市
﹂
の

定
義
は
ほ
ぼ
﹁
合
意
点
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
都
市
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、﹁
地
域
、
国
家
、
国
際
の
各
経
済
が
世

界
経
済
へ
と
分
節
お
よ
び
連
接
さ
れ
る
﹂
都
市
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
と
し
て
、﹁
世
界
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
組
織
上

の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
担
﹂
っ
て
い
る
都
市
と
し
て
定
義
さ
れ
る
︵Friedm

ann, 1995, pp.22-25

＝
一
九
九
七
、
二
四
―
二
七

頁
︶。
こ
の
定
義
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
都
市
が
世
界
都
市
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
世
界
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
経
済
シ
ス
テ

ム
内
で
の
位
置
づ
け
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
世
界
都
市
間
の
差
異
を
い
か
に
説
明
す
る
か
と
い
う
点
に
も
論
及
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
差
異

の
説
明
に
お
い
て
、﹁
決
定
的
重
要
性
﹂
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
歴
史
、
国
家
政
策
、
そ
し
て
文
化
的
影
響
力
な
ど
で
は
な
く
、﹁
経

済
と
い
う
変
数
﹂
で
あ
る
︵Friedm

ann, 1986, p.69

＝
一
九
九
七
、
一
九
一
頁
︶。﹁
世
界
都
市
間
の
差
異
﹂
を
説
明
す
る
こ
と
は
、

個
々
の
都
市
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
世
界
都
市
と
な
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
世

界
都
市
の
形
成
要
因
も
、﹁
経
済
と
い
う
変
数
﹂
に
求
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
研
究
に
お
け
る
、
世
界
都
市
形
成
に
お
け
る
経
済
的
要
因
へ
の
着
眼
は
、
初
期
の
サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン Saskia 
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Sassen 

の
研
究
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼
女
は
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
と
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
二
つ
の
世
界
都
市
で

は
、﹁
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
事
務
所
・
ホ
テ
ル
・
高
層
住
宅
の
建
設
ブ
ー
ム
に
お
い
て
外
国
資
本
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
﹂︵Sassen, 1988, p.156

＝
一
九
九
二
、
二
一
六
頁
︶
と
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
同
様
に
、
初
期
サ
ッ
セ
ン
は
、

世
界
都
市
の
形
成
に
対
し
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
に
基
づ
く
説
明
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
サ
ッ
セ
ン
の
著
作
で
あ
る
、﹃
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィThe G

lobal C
ity

﹄
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
要
因

に
基
づ
く
世
界
都
市
形
成
の
説
明
か
ら
の
脱
却
を
示
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
彼
女
は
、
経
済
的
要
因
か
ら
世
界
都
市
間
の
差
異

を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
考
え
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
む
し
ろ
彼
女
は
、
差
異
の
あ
る
世
界
都
市
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
重
要
な
の
は
、
ア
ク
タ
ー
の
主
体
的
か
つ
能
動
的
な
選
択
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
女
は
、﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
が
出
会
う
戦
略
的
な
空
間
﹂
で
あ
る
た
め
に
、﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
で
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
の
は
国
の
組
織
や
国
内
企
業
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
﹂
と
論
じ
る
の
で
あ
る
︵Sassen, 2001, 

p.347

＝
二
〇
〇
八
、
三
八
七
頁
︶。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
サ
ッ
セ
ン
は
、
世
界
都
市
の
形
成
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
経
済
構
造
か

ら
の
脱
却
と
ア
ク
タ
ー
へ
の
注
目
を
提
起
し
て
い
る
。

国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
視
角
か
ら
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
捉
え
、
ま
た
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
そ
の
担
い
手
と
し
て
捉
え
る
研
究

に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
世
界
都
市
論
内
部
か
ら
そ
の
見
直
し
が
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
サ
ッ
セ
ン
に
よ
れ

ば
、
こ
の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
、
そ
も
そ
も
世
界
都
市
化
が
国
内
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
、
お
よ
び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
研
究
に
つ
い
て
も
、
彼
女
の
こ
の
指
摘
は
妥
当
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
こ
の

指
摘
は
、
キ
ン
グ
、
リ
ー
、
そ
し
て
辻
ら
に
よ
る
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
捉
え
方
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
点
と

は
、
経
済
構
造
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
は
、
そ
も
そ
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
な
ぜ
世
界
都
市
化
、
あ
る
い
は
世
界
都
市
化
を
通
じ
た
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経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
選
択
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
説
得
的
な
説
明
を
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
サ
ッ
セ
ン
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
経
済
構
造
の
担
い
手
へ
と
還
元
せ
ず
、
主
体

性
と
能
動
性
を
有
す
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
の
世
界
都
市
化
、
あ
る
い

は
世
界
都
市
化
を
通
じ
た
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
を
選
択
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
、
新
た
な
経
済
構
造
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
は
、
緻
密
な
実
証
分
析

に
耐
え
ら
れ
る
分
析
枠
組
を
提
供
で
き
て
い
な
い
問
題
点
も
あ
る
。
そ
の
問
題
点
の
具
体
例
を
、
三
点
指
摘
し
て
お
こ
う
。
第
一
点
目

は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
の
世
界
都
市
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
な
ぜ
地
方
自
治
体
は
こ
う
し
た
道
を
選
択
し
な

か
っ
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
地
方
自
治
体
が
、
オ
フ
ィ
ス
建
設
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
世
界
都

市
化
と
は
異
な
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
た
な
経
済
構
造
と
い
う
外
的
環
境
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ

Ｃ
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
体
が
世
界
都
市
化
に
反
す
る
よ
う
な
選
好

を
有
し
て
い
た
こ
と
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
点
目
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
と
同
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
の
他
の
地
域
の
再
開

発
と
の
差
異
が
説
明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
の
西
隣
に
位
置
す
る
コ
イ
ン･

ス
ト
リ
ー
ト
地
区 C

oin 

Street 

と
、
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
広
大
な
車
両
基
地
跡
地
が
残
さ
れ
て
い
た
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
地
区 K

ings 

C
ross 

の
再
開
発
が
あ
る
。
国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
外
的
環
境
は
、
こ
れ
ら
両
地
区
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

の
二
つ
の
地
区
の
再
開
発
は
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る(((
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
構
造
の
み
に
着
眼
す

る
と
、
こ
れ
ら
の
再
開
発
間
の
差
異
を
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
点
目
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
の
変
化
を
説
明
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
三
人
の
論
者
の
み
な
ら
ず
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
や
サ
ッ
セ
ン
も
、
世
界
都
市
に
お
い
て
は
貧
困
の
格
差
が

広
が
り
、
社
会
的
対
立
が
生
じ
る
こ
と
を
予
測
す
る
︵Friedm

ann, 1995, p.26
＝
一
九
九
七
、
二
八
頁；

Sassen, 2001, part3

＝
二
〇
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〇
八
、
第
三
部
︶。
だ
が
、
詳
し
い
検
討
は
別
稿
に
譲
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
の
後
期
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
い
て
は
、

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
生
活
保
障
的
側
面
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
既
存
住
民
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
評
価
も
好
転
し
た
の
で
あ
る(((
。

本
項
で
は
、
近
年
の
サ
ッ
セ
ン
の
研
究
を
手
が
か
り
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
と
し
て
捉
え
る
研
究
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
問
題
点
と
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
世
界
都
市
化
、
お
よ
び
世
界
都
市
化
を
通
じ
た
経

済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
視
角
は
、
緻
密
な
実
証
分

析
に
対
す
る
分
析
枠
組
を
提
供
し
え
な
い
と
い
う
限
界
も
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
経
済
構
造
に
還
元
さ
れ
え
ず
、
主
体

的
か
つ
能
動
的
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
視
角
か
ら
捉
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
節　

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　

第
一
項　

研
究
例

前
節
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
経
済
構
造
の
視
角
か
ら
は
捉
え
ら
れ
え
ず
、
主
体
的
か
つ
能
動
的
な
ア
ク
タ
ー
の
視
角
か
ら
捉
え
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
明
視

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
説
明
を
要
す
る
論
点
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
節
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
政
治
ア
ク
タ
ー
の
産

物
と
し
て
捉
え
る
視
角
を
検
討
す
る
。
本
項
で
示
す
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
い
う
観
点
か
ら

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
も
、
多
く
存
在
す
る
。

ま
ず
、
ア
ン
デ
ィ
・
ソ
ン
リ
ー A

ndy Thornley 

の
研
究
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
都
市
政
策
に
対
す
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
決
定
原
則
は
、
市
場
原
理
に
委
ね
る
新
自
由
主
義
で
あ
る
。
ま
た
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そ
の
手
法
は
、
諸
権
限
を
地
方
自
治
体
か
ら
剥
奪
し
、
中
央
政
府
に
集
め
、
ま
た
市
場
へ
と
配
分
す
る
、
権
威
主
義
的
な
も
の
で
あ
る

︵Thornley, 1993, pp.90-91

︶。
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
こ
う
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
具
体
化
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

市
場
原
理
へ
の
信
望
と
い
う
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
意
を
受
け
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
市
場
原
理
に
委
ね
る
こ
と
で
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視

型
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
︵Thornley, 1993, chap.8

︶。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
矛
先
が
向
い
た
の
か
。
西
山
八
重
子
は
、
そ
の
理
由
を
、
当
時
の
大
ロ
ン

ド
ン
議
会 G

reater London C
ouncil

︵
通
称
：
Ｇ
Ｌ
Ｃ
︶
お
よ
び
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
地
区
の
地
方
自
治
体
で
勢
力
を
持
っ
て
い
た
、
労

働
党
の
一
派
で
あ
る
﹁
新
都
市
左
翼 N

ew
 U

rban Left

﹂
に
対
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
対
決
姿
勢
に
求
め
る
。
彼
女
の
整
理
に
よ
れ

ば
、
新
都
市
左
翼
の
主
張
は
以
下
の
三
点
に
見
い
だ
せ
る
。
第
一
に
、
社
会
政
策
の
計
画
策
定
や
意
思
決
定
に
住
民
参
加
を
取
り
い

れ
、
分
権
化
を
促
す
こ
と
。
第
二
に
、
都
市
衰
退
地
域
の
再
生
を
地
域
経
済
の
建
て
直
し
に
求
め
、
雇
用
創
出
を
促
す
地
域
産
業
戦
略

を
た
て
る
こ
と
。
第
三
に
、
市
民
運
動
的
な
手
法
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
︵
西
山
、
二
〇
〇
二
、
一
六
七
―
一
六
九
頁
︶。
新
都
市

左
翼
の
影
響
力
は
、
一
九
七
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
戦
略
計
画 London D

ocklands Strategic Plan

︵
通
称
：
Ｌ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
︶

と
い
う
再
開
発
案
の
作
成
へ
と
結
び
付
く
。
こ
の
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
戦
略
計
画
は
、
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
計
画
と

し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
︵B

rindley, Rydin, Stoker, 1989, pp.100-101；

辻
、
一
九
九
二
、
四
〇
―
四
一
頁；

馬
場
、
一
九
九
五
、
三

〇
―
三
一
頁
︶。
例
え
ば
、
ウ
ェ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス W

es W
hitehouse 

は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
戦
略
計
画
の
作
成
過
程

を
、
広
範
な
公
的
協
議
に
特
徴
付
け
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
こ
の
計
画
の
特
徴
が
、
既
存
住
民
向
け
の
住
宅
や
、
工
業 industry 

で
の
雇

用
を
増
や
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
︵W

hitehouse, 2000, pp.204-205
︶。

ソ
ン
リ
ー
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
、
こ
う
し
た
新
都
市
左
翼
と
は
逆
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
都
市
左
翼
の
構
想
で
あ
っ
た
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク



論　　説

法政論集　240号（2011） 180

ラ
ン
ズ
戦
略
計
画
と
は
異
な
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
︵Thornley, 1993, pp.182-184；

西
山
、
二
〇
〇
二
、

一
六
七
頁
︶。

本
項
で
整
理
・
紹
介
し
て
き
た
ソ
ン
リ
ー
や
西
山
ら
の
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
説
明
を
与
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
Ｌ

Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
経
済
成
長
的
側
面
に
関
心
を
置
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
設
立
し
た
保
守
党
政
権
の
首
班
で
あ
っ
た
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
第
二
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
の
対
立
が
生
じ
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
価
値
観
の
対
立
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
確
か
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
設
立
し
た
と
い
う
事
実
や
、
典

型
的
な
二
大
政
党
制
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
実
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
︵
森
嶋
、
一
九
八
八
、
三
五
頁
、
一
一
一
頁
︶、
か
か
る

説
明
は
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
い
う
公
的
組
織
を
、
特
定
の
政
治
家
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
還
元
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
次
項
で
は
、
こ
の
疑
問
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　

第
二
項　

理
論
的
再
検
討 

― 
捉
え
方
そ
の
も
の
の
問
題
お
よ
び
、
説
明
の
限
界

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
に
対
し
て
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
影
響
力

を
過
大
視
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
高
安
健
将
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
含
む
議
院
内
閣
制
度
下
で
は
、
そ
も

そ
も
首
相
の
権
力
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
首
相
の
行
使
し
う
る
権
力
の

度
合
い
は
、
む
し
ろ
所
属
政
党
か
ら
の
自
ら
や
閣
僚
に
対
す
る
コ
ン
ト
ー
ル
に
左
右
さ
れ
る
︵
高
安
、
二
〇
〇
九
︶。
確
か
に
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
強
力
な
首
相
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
だ
が
、
高
安
に
よ
る
こ
の
示
唆
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
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相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
そ
の
理
由
に
つ
い
て
論
及
し
よ
う
。

制
度
的
な
観
点
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
個
人
に
責
任
を
負
う
組
織
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
地
方
行
政
を

担
当
す
る
環
境
省 D

epartm
ent of Environm

ent 

に
属
す
る
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
発
案
し
た
の
は
、
マ
イ

ケ
ル
・
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン M

ichael H
eseltine 

環
境
大
臣
︵
任
期
：
一
九
七
九
―
八
三
年
お
よ
び
、
一
九
九
〇
―
九
二
年
︶
で
あ
っ
た

︵Innes, 2005
︶。
そ
し
て
、
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
は
有
力
閣
僚
の
一
人
で
あ
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
と
は
思
想
的
に
距
離
の
あ
る
政
治
家

で
も
あ
っ
た(((
。
こ
う
し
た
制
度
的
観
点
に
加
え
、
元
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
職
員
は
、
実
質
的
に
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
よ
り
も
環
境

省
あ
る
い
は
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
環
境
大
臣
と
の
結
び
付
き
が
極
め
て
強
か
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る(((
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の

都
市
再
開
発
に
な
っ
た
と
す
る
説
明
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
自
体
が
不
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
か

ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
捉
え
方
そ
の
も
の
の
疑
問
に
加
え
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
捉

え
る
こ
と
は
、
妥
当
性
を
も
欠
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
に
は
、

中
央
政
府
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
補
助
金
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ン
リ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
お
よ
び
前
期

の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
少
な
く
と
も
建
前
と
し
て
は
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

既
に
多
く
の
研
究
が
、
中
央
政
府
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
補
助
金
が
徐
々
に
増
額
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︵
例
え
ば
、

B
row

nill, 1993, pp.45-48；

川
島
、
二
〇
一
〇
、
一
〇
二
頁
な
ど
︶。
そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
九
八
七
―
八
八
年
度
以
降
、
ほ

ぼ
毎
年
、
一
億
ポ
ン
ド
以
上
の
補
助
金
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
補
助
金
の
増
大
に
つ
い
て
、
辻
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の

﹁
レ
ト
リ
ッ
ク
と
は
全
く
逆
に
公
的
部
門
⋮
は
実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
﹂
と
論
じ
て
い
る
︵
辻
、
一
九
九
二
、
四
八
頁
︶。
第
二
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に
、
巨
大
化
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
財
政
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
な
ど
の
生
活
保
障
的
側
面
へ
の
支
出
も
増
額
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る(((
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
と
、
こ
の
生
活
保
障
的
側
面
へ
の
支
出
拡
大
を

説
明
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
生
活
保
障
的
側
面
へ
の
支
出
が
急
増
し
た
一
九
八
七
年
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相

が
三
選
を
果
た
し
、
政
局
的
に
は
安
定
し
た
年
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
変
化
は
、
中
央
政
府
の
政
局
と

は
独
立
し
て
い
る((((
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
こ
と
は
、
妥
当

性
の
面
で
も
問
題
が
あ
る
。

本
節
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
捉
え
る
視
角
を
検
討
し
て
き
た
。
前
節
で
検

討
し
た
よ
う
に
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
と
い
う
経
済
構
造
の
担
い
手
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
は
、
な
ぜ
そ
も
そ
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ

Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
の
か
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
限
界
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
節
で
検
討
し
て
き
た
視
角
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
説
明
を
試
み
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
視
角
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
影
響
力
を
過
大
に
評
価
し
て
い
る
問
題
お
よ
び
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
変
化
を
説
明
で
き
な

い
と
い
う
限
界
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

　

第
四
節　

中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研
究
の
再
検
討

　
　

第
一
項　

中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
の
視
角
が
求
め
ら
れ
る
理
由

本
章
第
二
節
と
第
三
節
の
批
判
的
検
討
か
ら
、
次
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
経
済
構
造
か
ら
捉
え
る
視
角
に

は
、
な
ぜ
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
の
か
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
む
し
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ろ
、
サ
ッ
セ
ン
の
示
唆
に
よ
れ
ば
、
新
た
な
経
済
構
造
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
無
視
さ
れ
え
な
い
と
し
て
も
、
実
際
に
世
界
都
市
化
を

進
め
、
経
済
成
長
の
達
成
を
図
る
の
は
、
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ク
タ
ー
の
視
角
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
必
要
が
あ

る
。
次
に
、
こ
の
示
唆
を
受
け
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
研

究
を
検
討
し
た
。
こ
の
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
関
心
が
経
済
成
長
的
側
面
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
う
る
。
と
は
い
え
、
か
か
る
視
角

は
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
影
響
力
を
過
大
視
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
変
化
の
説
明
に
も
限
界
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
Ｄ

Ｄ
Ｃ
を
政
治
家
個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
還
元
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
経
済
構
造
に
も
、
政
治
家
個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
還
元
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
構
造
と
個
人
の
中
間

レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
た
る
、﹁
組
織
﹂
と
い
う
視
角
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
中

央
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
中
央
政
府
か
ら
補
助
金
を
受
領
す
る
組
織
で
あ
り
、
そ
し
て
中
央
政
府
に
責
任
を
負
う

組
織
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
中
央
政
府
の
組
織
的
な
選
好
を
反
映
し
て
い
る

と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
し
て
捉
え
る
研
究
は
多
く
存
在
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
は
、
そ
も
そ
も
の
﹁
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
﹂
を
決
定
論
的
に
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
先
行
研
究
は
、

経
験
的
事
例
の
説
明
お
よ
び
規
範
的
提
言
の
点
で
、
大
き
な
問
題
も
抱
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
節
は
、
以
上
の
こ
と
を
論
じ
た
上

で
、
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
議
論
分
野
を
紹
介
し
、
第
二
章
で
の
課
題
を
示
す
。
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第
二
項　

研
究
例

中
央
政
府
の
一
組
織
で
あ
る
と
い
う
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
制
度
的
性
格
が
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
を
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
へ
と

規
定
し
た
と
す
る
議
論
は
既
に
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
共
有
さ
れ
て

い
る
理
解
を
紹
介
す
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
を
反
映
し
て
お
り
、
ま

た
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
が
経
済
成
長
で
あ
っ
た
た
め
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
も
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
と
な
っ
た

と
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。﹁
は
じ
め
に
﹂
で
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ

る
。﹁
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
は
、
長
年
に
わ
た
る
中
央
と
地
方
の
対
立
の
例
外
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
し
、
実
際
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
設
立
以
来

の
年
月
は
、
激
し
い
反
対
と
地
域
か
ら
の
反
発
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
非
常
に
多
く
の
場
合
、
地
方
自
治
体
と
中
央
政
府
、
地
域

住
民
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
よ
う
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
間
の
こ
れ
ら
の
対
立
は
、
地
域
益
と
国
益
の
衝
突
の
名
の
下
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
都
市
計
画
や
イ
ン
ナ
ー
・
シ
テ
ィ
政
策
の
、
異
な
る
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
間
の
よ
り
深
い
対
立

に
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、
地
域
の
多
数
派
労
働
者
の

ニ
ー
ズ
に
適
い
、
ま
た
非
市
場
的
な
基
準
に
合
致
す
る
よ
う
な
異
な
っ
た
計
画
や
代
替
案
を
準
備
し
て
き
た
の
に
対
し
、
都
市
開
発
公

社
は
、
私
的
セ
ク
タ
ー
の
利
益
の
中
で
、
地
域
を
開
発
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
﹂︵B

row
nill, 1993, p.10

︶。
こ
の
よ
う
に
、
彼
女
は
、

中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
が
経
済
成
長
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
も
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開

発
と
な
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
地
方
自
治
体
は
、
既
存
住
民
へ
の
生
活
保
障
的
側
面
を
重
視
す
る
組
織
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
は
、﹁
長
年
に
わ
た
る
中
央
と
地
方
の
対
立
﹂
の
一
例
で
あ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
は
、
組
織
的
選
好
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の
か
か
る
相
違
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
対
立
が
生
じ
た
事
例
で
あ
る
と
論
じ
る
。

ま
た
、
本
章
第
一
節
第
二
項
で
紹
介
し
た
馬
場
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
を
反
映
し
て
、
経
済
成
長
的
側
面
に

傾
斜
し
た
と
論
じ
る
。
ま
ず
彼
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
巡
る
対
立
は
、﹁
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
再
開
発
が
だ
れ
の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
行
き
着
く
﹂
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
を
、﹁
英
国
全
体
の
経

済
的
発
展
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
﹂
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
と
論
じ
る
。
そ
し
て
、
英
国
全
体
の
経
済
的
発
展
を
目
指
す
引
き
換

え
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
﹁
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
社
会
基
盤
、
ま
た
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
住
民
の
利
益
を
無
視
﹂
し
た
と
さ
れ
る
︵
馬

場
、
一
九
九
五
、
三
三
―
三
四
頁
︶。
こ
の
よ
う
に
、
馬
場
は
、﹁
英
国
全
体
の
経
済
的
発
展
﹂
と
い
う
目
的
が
、
中
央
政
府
の
選
好
を

経
済
成
長
に
規
定
し
た
と
捉
え
、
さ
ら
に
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
も
そ
の
選
好
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
井
検
裕
も
ブ
ロ
ー
ニ
ル
や
馬
場
と
同
様
の
認
識
に
立
つ
。
彼
が
挙
げ
る
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
問
題
の
う
ち
の
一

つ
は
、﹁
中
央
と
地
方
の
力
関
係
の
問
題
﹂
で
あ
る
。
そ
れ
は
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
設
立
を
正
当
化
す
る
論
理
と
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
再

開
発
は
単
に
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
と
い
う
１
地
域
だ
け
の
利
益
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
全
体
の
利
益
と
い
う
点
か
ら
考
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
既
存
の
地
方
政
府
の
限
界
を
突
破
す
る
専
門
の
組
織
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
と
い
う

こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
問
題
で
あ
る
︵
中
井
、
一
九
九
三
、
一
七
六
頁
︶。
中
井
の
研
究
に
も
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選

好
が
経
済
成
長
で
あ
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
三
者
の
研
究
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
を
反
映
し
て
い
る

と
い
う
視
角
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
と
は
、
国
益
の
追
求
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
全

体
の
経
済
成
長
の
達
成
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
は
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
経
済
成
長
と
い
う
目
標
の
達
成
と
引
き
換
え
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
の
既
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存
住
民
へ
の
生
活
保
障
的
側
面
を
犠
牲
に
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
地
方
自
治
体
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
は
逆
に
、
地
域
益
の
代
弁
者
と

し
て
、
生
活
保
障
的
側
面
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。

Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
捉
え
る
視
角
は
、
次
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
。
ま
ず
、
こ
の
視
角
は
、
な
ぜ
Ｌ

Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
中
央
政
府
の
一
組
織
ゆ
え
に
国
益
を

追
求
し
た
た
め
、
と
い
う
説
明
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
選
好
は
、
地
域
益
で
あ
る
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開

発
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
の
対
立
関
係
の
原
因
を
、
国
益
と
地
域
益

の
対
立
に
求
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
、
地
方
自
治
体
の
選
好
、
そ
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治

体
の
関
係
の
三
点
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
視
角
は
、
組
織
的
選
好
に
着
眼
し
て
お
り
、
本
章
第

二
節
で
紹
介
し
た
よ
う
な
政
治
家
個
人
の
要
素
に
依
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
視
角
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
変
化
を
説
明
す
る
潜
在

性
を
も
有
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
視
角
に
基
づ
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
限
界
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
中
央
政
府
の
選
好
が
経
済
成
長

で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
生
活
保
障
で
あ
る
と
、
決
定
論
的
に
捉
え
て
き
た
点
で
あ
る
。
次
項
と
次
々
項
で
は
、
先
行
研
究
の

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　

第
三
項　

先
行
研
究
の
中
央
政
府
の
選
好
・
機
能
の
捉
え
方
に
お
け
る
経
験
的
問
題

本
項
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
中
央
政
府
お
よ
び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
り
、
地
方
自

治
体
の
選
好
が
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
そ
の
も
の
が
、
一
九
八
〇
年
代
末
を
境
と
す
る
状
況
の
変
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化
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
変
化
と
は
、
以
下
の
二
点
を
意
味
す
る
。
第
一
に
、
中
央
政

府
お
よ
び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
、
地
方
自
治
体
双
方
の
選
好
が
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治

体
の
関
係
も
、
対
立
的
な
も
の
か
ら
協
調
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
一
連
の
変
化
の
要
因
、
変
化

の
過
程
、
そ
し
て
変
化
し
た
こ
と
の
詳
細
な
論
証
は
、
本
稿
に
続
く
別
稿
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
変
化
の
概
要
の
み
示
し

て
お
こ
う
。

ま
ず
中
央
政
府
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
範
囲
を
生
活
保
障
的
側
面
へ
も
拡
充
す
る
よ
う
に
指

示
し
た((((
。
そ
れ
を
受
け
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
生
活
保
障
的
側
面
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
対

内
的
な
組
織
再
編
か
ら
見
て
取
れ
る
。
対
外
的
に
は
、
例
え
ば
、
一
九
八
七
―
八
八
年
の
年
次
報
告
・
会
計
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
が
、

そ
れ
ま
で
の
抽
象
的
な
も
の
か
ら
、﹃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
奉
仕 W

orking for the C
om

m
unity

﹄
と
い
う
、
生
活
保
障
的
側
面
を
前

面
に
押
し
出
す
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
対
内
的
に
は
、
一
九
八
八
年
の
組
織
再
編
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、

社
会
住
宅
や
都
市
計
画
、
教
育
、
職
業
訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
補
助
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
部
局 C

om
m

unity 

Service D
ivision 

を
設
立
し
た
。
こ
う
し
た
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
変
化
と
は
対
照
的
に
、
地
方
自
治
体
は
、
生
活
保
障
的
側

面
か
ら
経
済
成
長
的
側
面
へ
と
力
点
を
変
化
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
地
区
の
地
方
自
治
体
の
一
つ
で
あ
る
、
サ
ザ
ク

区 Southw
ark 

は
、
一
九
八
五
年
末
頃
か
ら
、
公
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
者
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
寛
容
な
方
針
を
改
め
、
家
賃
の
回
収

に
尽
力
す
る
姿
勢
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
︵South London Press, 1985/12/10

︶。

こ
の
よ
う
な
双
方
の
選
好
の
変
化
に
よ
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
の
関
係
も
、
対
立
的
な
も
の
か
ら
協
調
的
な
も
の
へ
と

変
化
し
た
。
こ
こ
で
は
、
象
徴
的
な
で
き
ご
と
の
み
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
一
九
八
七
年
九
月
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ハ

ム
区 N

ew
ham

 

の
間
で
、
再
開
発
の
相
互
協
力
を
約
束
す
る
、
同
意
覚
書 M

em
orandum

 of A
greem

ent 

が
締
結
さ
れ
た
。
続
い
て
、
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一
九
八
八
年
六
月
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
タ
ワ
ー
・
ハ
ム
レ
ッ
ツ
区
と
の
間
で
同
様
の
協
定 Tow

er H
am

lets A
ccord 

が
締
結
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
強
硬
な
反
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
た
サ
ザ
ク
区
も
、
協
調
的
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
変
化
し
た
。

以
上
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
の
変
化
を
ご
く
簡
単
に
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
変
化
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
中
央
政

府
と
地
方
自
治
体
の
選
好
に
つ
い
て
の
理
解
が
、
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
先
行
研
究
も
こ
れ
ら

一
連
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
先
行
研
究
は
、
中
央
政
府
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
の
選
好

の
変
化
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
の
変
化
を
、﹁
ほ
と
ん
ど
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
﹂
と
評
価
し
て
き
た
︵B

row
nill, 1993, p.168

︶。
こ

こ
で
は
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
と
馬
場
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ブ
ロ
ー
ニ
ル
の
著
作
の
第
二
版
の
﹁
あ
と
が
き
﹂
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
史
が
三
つ
に
時
期
区
分
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一

九
八
〇
年
代
末
ま
で
が
﹁
第
一
期
﹂
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
が
﹁
第
二
期
﹂
で
あ
り
、
一
九
九

〇
年
代
初
頭
以
降
が
﹁
第
三
期
﹂
で
あ
る
︵B

row
nill, 1993, p.183

︶。
彼
女
に
よ
る
第
一
期
の
捉
え
方
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
通
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
女
は
、
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
経
済
成
長
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
住
民
の
生
活
保
障
で

あ
る
と
論
じ
、
そ
の
上
で
両
者
の
間
に
対
立
的
関
係
を
見
出
し
て
い
る
。
第
二
期
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
生
活
保
障
的
側
面
へ
と
傾
斜
し
、

ま
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
の
関
係
が
協
調
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
時
期
と
さ
れ
る
。
し
か
し
第
三
期
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
生

活
保
障
的
側
面
を
再
度
軽
視
し
て
、
経
済
成
長
的
側
面
の
重
視
へ
と
回
帰
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
方
自
治
体
と
の

関
係
は
再
び
対
立
的
な
も
の
と
な
り
、
住
民
の
間
で
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
反
発
が
再
燃
し
た
と
さ
れ
る
︵B

row
nill, 1993, postscript 

1993

︶。
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
は
第
二
期
を
例
外
的
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
、
組
織
的
選
好
に
対
す
る
彼
女
の
想
定
は
固
持
さ
れ

て
い
る((((
。
ま
た
、
馬
場
も
同
様
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
史
を
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
が
、﹁
基
本
的
に
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
の

ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
住
民
に
対
し
て
は
、
再
開
発
に
関
す
る
援
助
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
か
え
っ
て
彼
ら
を
当
該
地
域
か
ら
排
除
す
る
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方
策
が
採
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
﹂
る
と
論
じ
る
︵
馬
場
、
一
九
九
五
、
三
二
―
三
三
頁
︶。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

は
、
常
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
お
よ
び
中
央
政
府
の
選
好
が
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
、
生
活

保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
は
、
前
期
の
分
析
を
、
実
証
的
に
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
期
の
分
析
を
、
デ
ー
タ
や
資
料
を
十
分
に
用

い
た
上
で
行
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
が
﹁
第
三
期
﹂
と
す
る
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以
降
の
状
況
に
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
が
固
持
す
る
想
定
が
捉
え
な
お
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
い
論
証
は
別
稿
の

課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
に
よ
る
﹁
第
三
期
﹂
の
捉
え
方
と
は
齟
齬
の
あ
る
経
験
的
事
例
を
三
点
指
摘
し
て

お
く
。
第
一
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
も
生
活
保
障
的
側
面
の
必
要
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
く
。
実
際
、
こ

の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
姿
勢
は
、
職
業
訓
練
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
名
目
の
生
活
保
障
的
側
面
へ
の
支
出
拡
大
に
具
体
化
し

て
い
る
。
第
二
に
、
地
方
自
治
体
は
再
開
発
の
必
要
性
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
成
果
を
認
め
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
は
、
協
調

的
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
既
に
本
章
第
二
節
第
二
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
既
存
住
民
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
へ
の
評
価
は
、
一
九
九

〇
年
代
に
急
激
に
好
転
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、﹁
第
三
期
﹂
の
回
帰
は
疑
問
視
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
前
期
か

ら
後
期
へ
と
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
選
好
が
変
化
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る((((
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
政
府
お
よ

び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
、
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
選
好
は
、
決
定
論
に
定
め
ら
れ
ず
、
可
変
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

第
四
項　

先
行
研
究
の
地
方
自
治
体
の
選
好
・
機
能
の
捉
え
方
に
お
け
る
規
範
的
問
題

ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
に
よ
る
、
決
定
論
的
な
理
解
の
二
つ
目
の
問
題
点
は
、
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方



論　　説

法政論集　240号（2011） 190

自
治
体
に
よ
る
都
市
再
開
発
を
無
条
件
に
肯
定
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
地
方
自
治
体
の
選
好
の
捉
え
方
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
節
第
二
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ー

ニ
ル
は
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
再
開
発
を
批
判
す
る
一
方
で
、﹁
地
方
自
治
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
地
域
の
多
数
派
労

働
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
い
、
ま
た
非
市
場
的
な
基
準
に
合
致
す
る
よ
う
な
異
な
っ
た
計
画
や
代
替
案
を
準
備
し
て
き
た
﹂
と
述
べ
、
肯
定

的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
︵B

row
nill, 1993, p.10

︶。
ま
た
、
地
元
団
体
を
調
査
し
た
、
ギ
リ
ア
ン
・
ロ
ー
ズ G

illian R
ose 

は
、
地

方
自
治
体
が
、
住
民
団
体
と
共
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
対
し
て
、
既
存
住
民
住
宅
や
教
育
の
供
給
な
ど
、
生
活
保
障
的
側
面
を
求
め
て
い
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
︵R

ose, 1992, pp.32-42

︶。
日
本
に
お
い
て
も
、
同
様
の
論
調
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
馬
場
は
、
地
方
自

治
体
が
、
貧
し
い
人
々
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
、
公
共
住
宅
の
整
備
、
社
会
保
障
の
充
実
、
生
活
環
境
の
向
上
、
雇
用
の
安
定
を
求
め
て
い

る
と
論
じ
る
︵
馬
場
、
一
九
九
五
、
三
二
―
三
三
頁
︶。
本
章
第
三
節
第
一
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
六
年
に
地
方
自
治
体
主

導
で
作
成
さ
れ
た
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
戦
略
計
画
は
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
分
析
が
、
こ
う
し

た
地
方
自
治
体
へ
の
肯
定
的
評
価
に
根
拠
を
与
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
既
存
住
民
へ
の
生
活
保
障
で
あ
る
た
め

に
、
生
活
保
障
的
側
面
が
充
足
さ
れ
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
都
市
再
開
発
が
な
さ
れ
る
べ
き
、
と
の
規
範
的
提
言
を
展

開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
地
区
の
諸
地
方
自
治
体
は
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発

に
徐
々
に
傾
斜
す
る
よ
う
に
変
化
す
る
。
本
稿
に
続
く
別
稿
で
、
こ
の
変
化
が
な
ぜ
起
き
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
内
実
を
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
か
を
詳
細
に
分
析
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
選
好
も
ま
た
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
に

限
定
し
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
体
主
導
の
再
開
発
が
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
と
な
る
こ
と
自
体
は
、
特
異
な
例
外
と
い
う
わ
け
で
は

な
い((((
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
、
常
に
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
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ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
の
地
方
自
治
体
へ
の
肯
定
的
な
期
待
を
無
条
件
で
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る((((
。

こ
の
よ
う
に
、
経
験
的
事
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
だ
け
で
も
、
地
方
自
治
体
が
、
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
を
常
に
選
択

す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
そ
も
そ
も
先
行
研
究
が
提
示
す
る
、
地
方
自
治
体
に
生
活
保
障
的
側
面

へ
の
期
待
を
か
け
る
理
由
も
、
十
分
に
説
得
的
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
提
示
す
る
理
由
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の

二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
本
節
第
二
項
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
ら
は
、
国
益
と
は
異
な
る
﹁
地
域
益 local interest

﹂
と

い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
彼
ら
は
、
こ
の
地
域
益
が
、
地
方
自
治
体
の
選
好
を
生
活
保
障
的
な
政
策
に
規
定
す
る
と
論
じ
る
。
第
二

に
、
彼
ら
は
、
生
活
保
障
の
要
求
が
、
住
民
と
の
距
離
が
近
い
地
方
自
治
体
に
お
い
て
表
出
さ
れ
る
と
論
じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ

の
理
由
は
、
共
に
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
一
の
理
由
を
検
討
し
よ
う
。
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
地
域
益
と
国
益
と
の
対
立
を
指
摘
す
る

研
究
は
数
多
い
︵B

row
nill, 1993, p.10; C

oupland, 1992, p.160；

辻
、
一
九
九
二
、
五
六
―
五
七
頁；

斎
藤
、
一
九
九
〇
ａ
、
一

一
三
―
一
一
四
頁；

小
森
、
一
九
九
〇
、
三
〇
頁
な
ど
︶。
確
か
に
、
例
え
ば
一
九
八
一
年
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
の
失
業
率
は
一
七
・

八
％
と
極
め
て
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
切
迫
し
た
生
活
保
障
の
要
求
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
︵London D

ocklands D
evelopm

ent 

C
orporation, 1998

︶。
し
か
し
、
長
期
的
な
視
野
で
考
え
る
な
ら
ば
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
住
民
に
と
っ
て
も
経
済
成
長
は
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
よ
り
一
般
的
に
言
っ
て
も
、
地
域
の
経
済
成
長
が
地
域
住
民
に
全
く
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
想
定
は
受
け
入
れ
が
た

い
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
地
方
自
治
体
が
地
域
益
の
忠
実
な
体
現
者
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
地
域

益
を
た
だ
ち
に
生
活
保
障
的
側
面
に
読
み
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
第
二
の
理
由
を
検
討
し
よ
う
。
地
域
益
の
議
論
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
地
方
自
治
体
は
生
活
保
障
的
な
政
策

供
給
を
担
っ
て
い
る
と
の
主
張
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
有
権
者
と
の
距
離
が
近
い
地
方
自
治
体
は
、
有
権
者
で
も
あ
る
住
民
の
生
活
に
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密
接
に
か
か
わ
る
問
題
へ
の
対
処
を
担
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
ソ
ン
リ
ー
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
と
い

う
文
脈
の
上
で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
、
市
場
主
義
へ
の
防
御
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
す

る
︵Thornley, 1993, p.226

︶。
確
か
に
中
央
政
府
に
比
べ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
が
包
含
し
て
い
る
有
権
者
数
は
少
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
地
方
自
治
体
は
地
域
特
有
の
課
題
へ
の
対
処
を
求
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
が
生
活
保
障
的
側
面
に
限
定

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
第
一
の
理
由
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
社
会
が
、
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
よ
う
な
政

策
を
地
方
自
治
体
に
要
求
し
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
﹁
有
権
者
と
の
近
さ
﹂
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
概
念
で

あ
る
。
一
口
に
地
方
自
治
体
と
言
っ
て
も
、
そ
の
規
模
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
あ
る
地
方
自
治
体
の
選
好
が
、
生
活
保
障
的
側
面
に

ど
の
程
度
傾
斜
す
る
か
は
、
そ
の
規
模
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
地
方
自
治
体
の
選
好
は
、
有
権
者
と
の

近
さ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
、
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
こ
と
を
論
じ
て

き
た
。
先
行
研
究
は
、
明
言
す
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、
中
央
政
府
と
の
比
較
の
上
で
、
地
方
自
治
体
の
選
好
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。

と
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
選
好
も
ま
た
決
定
論
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係

や
、
政
府
機
能
の
分
担
状
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

第
五
項　

小
括 

― 

中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
考
察
に
向
け
て

本
章
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
そ
の
到
達
点
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
ず
、
概
ね
の
先
行

研
究
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
が
、
生
活
保
障
的
側
面
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
っ
た
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と
論
じ
て
き
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
再
開
発
を
担
当
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
が
、
経
済
成
長
的
側

面
重
視
型
の
再
開
発
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
先
行
研
究
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
る
視
角
を
三
つ
提
示
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
、
そ
し
て
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
二
者

の
視
角
に
は
理
論
的
お
よ
び
経
験
的
難
点
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
中
央
政
府
の
組
織
的
選
好
の
反
映
と
い
う
視
角
か
ら
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
、
こ
の
視
角
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
央
政
府
の
選
好
が

経
済
成
長
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
選
好
が
生
活
保
障
で
あ
る
と
、
決
定
論
的
に
捉
え
て
き
た
点
で
あ
る
。
本
節
第
三
項
お
よ
び
第
四

項
で
、
こ
う
し
た
決
定
論
的
な
捉
え
方
の
問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
作
業
か
ら
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
関
係
や
、
政
府

機
能
の
分
担
状
況
か
ら
、
各
々
の
選
好
が
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、﹁
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
﹂
の
理
論
的
検
討
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
中
央
地
方
政
府
間
機
能

分
担
論
と
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
間
で
、
政
府
機
能
が
ど
の
よ
う
に
分
担
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
な
ぜ
か
を
追
究

す
る
議
論
分
野
で
あ
る
。
よ
り
広
い
文
脈
で
は
、
中
央
地
方
関
係
論
の
一
分
野
に
位
置
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
あ
る
特

定
の
中
央
地
方
関
係
の
状
況
下
に
お
い
て
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
各
々
の
政
府
は
い
か
な
る
政
府
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
議
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
言
う
﹁
政
府
機
能
﹂
と
は
現
代
国
家
に
期
待
さ
れ
て
い
る
、
経
済
政
策
と
社
会
政
策
と
い
う

二
つ
の
政
策
供
給
の
機
能
を
指
し
て
い
る
。﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
再
開
発
政
策
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
、
経
済
成
長
的
側
面
と
生
活
保
障
的
側
面
に
対
応
し
て
い
る
。
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
理
論
的
検
討
を
踏
ま
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
央
政
府
お
よ
び
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
、
地
方
自
治
体
各
々
の
選
好
を
可
変
的
な
も
の
と
し
て
仮
説
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

理
論
的
検
討
が
、
第
二
章
の
課
題
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
間
で
、
何
ら
か
の
形
で
経
済
政
策
と
社
会
政
策
が
分
担
さ
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
は
、

複
雑
化
し
た
現
代
国
家
を
念
頭
に
お
く
と
、
二
つ
の
点
で
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
に
、
例
え
ば
村
松
岐
夫
は
、
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
巨
大
化
し
た
福
祉
国
家
に
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
﹁
相
互
依
存
モ
デ
ル
﹂
が
適
切
な
モ
デ
ル
で

は
な
い
か
、
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
社
会
政
策
と
経
済
政
策
は
共
に
、
補
助
金
や
法
令
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
体
は
中
央
政

府
に
依
存
し
て
い
る
し
、
逆
に
政
策
の
実
施
に
際
し
て
、
中
央
政
府
は
地
方
自
治
体
に
依
存
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
︵
村
松
、
一
九
八

八；

村
松
、
二
〇
〇
一
、
九
一
頁
︶。
こ
う
し
た
観
点
に
立
て
ば
、﹁
政
府
機
能
の
分
担
﹂
は
粗
雑
な
概
念
で
あ
る
と
映
る
か
も
し
れ
な

い
。
中
央
政
府
も
地
方
自
治
体
も
、
共
に
経
済
政
策
も
社
会
政
策
も
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
か
つ

て
の
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
、﹁
国
土
開
発
の
受
け
皿
﹂
か
﹁
革
新
自
治
体
﹂
か
と
い
う
対
立
は
、
地
方
自
治
体
が
、
経
済
政

策
を
担
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
社
会
政
策
を
担
う
べ
き
か
と
い
う
対
立
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
と
い
っ
た
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
国
家
で
は
政
府
機
能
の
分
担
が
比
較
的
明
確
で
あ
る
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
日
本
で

は
、
政
策
の
実
施
過
程
に
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
﹁
融
合
的
﹂
な
特
徴
を
見
出
し
う
る
の
に
対
し
て
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
国
家
で
は
、﹁
分
離
的
﹂
な
中
央
地
方
関
係
で
あ
る
︵
西
尾
、
二
〇
〇
一
、
六
三
―
六
六
頁
︶。
そ
れ
ゆ
え
に
、
中
央
政
府
と
地
方
自

治
体
の
間
の
機
能
分
担
の
議
論
や
、
両
者
の
選
好
の
相
違
に
つ
い
て
の
議
論
が
発
展
し
て
き
た
。

第
二
に
、
民
主
主
義
体
制
下
で
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
選
好
は
、
選
挙
を
通
じ
て
、
有
権
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
中
央
政
府
も
地
方
自
治
体
も
、
社
会
か
ら
の
要
求
に
よ
っ
て
、
採
り
う
る

選
択
肢
を
制
約
さ
れ
て
い
る
部
分
は
あ
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
両
者
の
間
の
相
違
が
想
定
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
政
策
が
、
社
会
か
ら
の
要
求
の
純
粋
な
投
影
像
と
捉
え
る
こ
と
も
ま
た
極
端
で
あ
ろ
う
。
社
会
か

ら
の
制
約
の
中
で
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
採
り
う
る
政
策
の
選
択
肢
の
幅
を
あ
る
程
度
は
有
し
て
い
る
と
考
え
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ら
れ
る
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
有
権
者
は
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
に
異
な
る
要
求
を
表
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
権
限
に
相
違
が
あ
る
た
め
に
、
両
者
に
求
め
ら
れ
る
政
策
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
の

二
つ
の
理
由
を
踏
ま
え
る
と
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
を
、
有
権
者
に
よ
っ
て
同
じ
選
好
を
規
定
さ
れ
て
い
る
公
的
主
体
と
し
て
想

定
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
性
急
な
議
論
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
以
下
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
選
好
の
相

違
に
つ
い
て
の
議
論
が
、
数
多
く
提
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
は
、
決
し
て
粗
雑
な
議
論
で
は
な
く
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
説
明
し
う
る
経
験
的
側
面

が
確
か
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
論
、
と
り
わ
け
都
市
政
治
学
・
都
市
行
政
学
の
業
績
は
、
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
古
く

は
ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
ダ
ー
ル R

obert A
. D

ahl 

や
フ
ロ
イ
ド
・
ハ
ン
タ
ー Floyd H

unter 

ら
が
、
研
究
対
象
の
一
つ
と
し
て
、
都
市
に

お
け
る
政
治
と
行
政
を
分
析
し
て
き
た
︵D

ahl, 1961

＝
一
九
八
八；

H
unter, 1953

＝
一
九
九
八
︶。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
前
後
に

な
る
と
、
こ
の
よ
う
に
都
市
を
、
独
立
し
た
政
治
体
の
一
素
材
と
し
て
捉
え
る
こ
と
自
体
、
不
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生

じ
た
。
第
二
章
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
が
、
か
か
る
疑
問
を
抱
い
て
い
た
論
者
た
ち
は
、﹁
都
市
﹂
政
治
学
な
い
し
は
﹁
都
市
﹂
行
政

学
を
掲
げ
る
た
め
に
は
、
中
央
政
府
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
研
究
と
は
異
な
る
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
治
や
行
政
に
対
し
て
の
独
自

の
視
角
な
り
、
そ
こ
に
お
け
る
独
自
の
知
見
な
り
を
定
位
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
た
︵
例
え
ば
、

水
口
、
一
九
八
五
、
三
〇
二
頁
︶。
こ
う
し
た
新
し
い
研
究
者
た
ち
は
、
以
上
の
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
中
央
政
府
と
の
関
係
と
い
う

﹁
可
変
的
変
数
﹂
か
ら
、
都
市
政
治
と
都
市
行
政
の
舞
台
で
も
あ
り
主
役
で
も
あ
る
、
地
方
自
治
体
の
政
府
機
能
分
担
の
あ
り
様
や
、

地
方
自
治
体
の
選
好
を
捉
え
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
都
市
研
究
は
、
今
日
に
お
け
る
都
市
研
究
と
そ
の
成
果
と
し
て

の
都
市
理
論
の
豊
富
さ
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
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続
く
第
二
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央
地
方
政
府
間
機
能
分
担
論
の
理
論
的
研
究
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
か
か
る
理
論
的
検
討
は
、

中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
機
能
分
担
や
選
好
配
置
が
可
変
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
を
踏
ま
え

て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
史
の
分
析
枠
組
と
仮
説
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

注
⑴　

こ
の
他
に
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
の
帰
結
に
つ
い
て
、
経
済
成
長
的
側
面
に
お
け
る
肯
定
的
な
評
価
を
提
示
し
て
い
る
研

究
と
し
て
、︵
赤
井
、
一
九
九
〇
ａ；

赤
井
、
一
九
九
〇
ｂ；

根
本
、
一
九
九
七；

村
田
、
一
九
八
九；

山
崎
、
一
九
八
七
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑵　

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
挙
げ
た
研
究
以
外
に
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
に
お
け
る
生
活
保
障
的
側
面
の
犠
牲
を
指
摘
す

る
研
究
が
多
く
存
在
す
る
。
例
と
し
て
、︵
小
森
、
一
九
九
〇；

自
治
体
国
際
化
協
会
、
一
九
九
〇；

中
井
、
一
九
九
三；

成
田
、
一
九
九
四；

馬

場
、
一
九
九
五；

山
口
、
一
九
九
五
︶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑶　

な
お
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
最
初
期
に
設
立
さ
れ
た
二
つ
の
都
市
開
発
公
社
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
包
含
人
口
は
最
大
、
所
管
面
積
も
四
位
と
、

都
市
開
発
公
社
の
中
で
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
︵
イ
ギ
リ
ス
都
市
拠
点
事
業
研
究
会
、
一
九
九
七
、
二
一
―
二
二
頁
︶。

⑷　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
間
に
お
い
て
も
、
ま
た
特
定
の
論
者
に
お
い
て
も
、
三
つ
の
視
角
は
排
他
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
三
つ
の
視
角
の
力
点
の
置
か
れ
方
の
相
違
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
印
象
す
ら
受
け
る
。
例
え
ば
、
本
稿
が
し
ば
し
ば
言
及

し
て
い
る
ブ
ロ
ー
ニ
ル
は
、
確
か
に
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
選
好
の
相
違
に
主
に
注
意
を
払
っ
た
分
析
を
行
っ
て
は
い
る
。
だ
が
、
国
際

化
す
る
市
場
原
理
の
担
い
手
と
い
う
視
角
や
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
と
い
う
視
角
か
ら
も
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
捉
え
て
い
る

︵B
row

nill, 1993, p.1

︶。

⑸　

コ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
地
区
の
再
開
発
が
生
活
保
障
的
側
面
重
視
型
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
研
究
と
し
て
、︵
西
山
、
二
〇
〇
二
、
一
七
二
―
一
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九
五
頁；

岩
見
、
二
〇
〇
四
、
六
章
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
の
再
開
発
研
究
と
し
て
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
エ
ド
ワ
ー
ズ M

ichael 

Edw
ards 

に
よ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
研
究
は
、
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
の
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
再
開
発
が
、
停
滞
気
味
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
レ
ー
ル B

ritish R
ail 

を
は
じ
め
と
す
る
地
権
者
や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
先
導
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
中
心
の
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
再
開
発
が
構
想
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
地
元
か
ら
の

反
対
が
強
い
た
め
に
、
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
︵Edw

ards, 1992, pp.163-164

︶。

⑹　

こ
の
点
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
委
託
さ
れ
た
、
調
査
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社 M

arket &
 O

pinion 

R
esearch International

︵
通
称
：
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
︶
に
よ
る
調
査
報
告
書
で
あ
る
、﹃
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
九
九
六 Local C

om
m

unity 1996

﹄
か
ら
読

み
取
れ
る
。
こ
の
資
料
は
現
在
で
は
一
般
に
は
市
販
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
宅
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
庁 H

om
es &

 C
om

m
unity A

gency 

に
勤
務
さ
れ

て
い
る
、
サ
ン
ド
ラ
・
ア
レ
ッ
ツ
氏 Sandra A

llez 

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
複
写
を
頂
け
た
。

⑺　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ダ
ン
レ
ヴ
ィ Patrick D

unleavy 

や
戸
澤
健
次
ら
の
整
理
に
よ
る
と
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
、
保
守
党
の
中
で
も
自
助
・
自
立

主
義
に
基
づ
く
不
平
等
容
認
派
の
代
表
格
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
環
境
大
臣
は
、
福
祉
国
家
を
受
容
す
る
政
治
家
で
あ
っ
た

︵D
unleavy, 1993, p.127；

戸
澤
、
二
〇
〇
六
、
一
九
八
―
一
九
九
頁
︶。

⑻　

筆
者
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
で
幹
部
級
の
役
職
を
務
め
た
二
名
の
元
職
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
二
名
と
も
、
中
央
政
府
を
代
表
す
る
組
織

あ
る
い
は
個
人
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
で
は
な
く
、
環
境
省
ま
た
は
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
環
境
大
臣
を
挙
げ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
九
年

九
月
に
行
っ
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
イ
ネ
ス
氏 Stuart Innes 

と
の
面
談
調
査
で
は
、﹁
中
央
政
府
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
﹂

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、﹁
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
と
︹
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
初
代
事
務
局
長
で
あ
っ
た
：
引
用
者
注
︺
レ
グ
・
ワ
ー
ド R

eg W
ard

︵
任
期
：
一
九

八
一
―
八
七
年
︶
の
思
想
が
完
全
に
一
致
し
、
良
好
な
も
の
で
あ
っ
た
﹂
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
一
月
に
行
っ
た
、
ピ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
マ
ー
氏 Peter R

im
m

er 

へ
の
電
子
メ
ー
ル
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
は
、
同
様
の
質
問
に
対
し
て
、﹁
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
環
境
省
の
協
働
は
良
好
な
も
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の
で
あ
っ
た
﹂
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

⑼　

こ
の
点
の
論
証
は
別
稿
の
課
題
で
あ
る
が
、
差
し
当
た
っ
て
、︵
川
島
、
二
〇
一
〇
、
一
〇
二
頁
︶
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑽　

な
お
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
廃
止
は
一
九
九
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
の
誕
生

と
は
一
切
関
係
が
な
い
。

⑾　

こ
の
点
は
、
別
稿
で
詳
し
く
論
証
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
差
し
当
た
り
、
こ
こ
で
は
、
⑻
で
挙
げ
た
ラ
イ
マ
ー
氏
が
、
中
央
政
府
か
ら
、
教
育
や

職
業
訓
練
に
投
資
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
証
言
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
。

⑿　

な
お
、
ブ
ロ
ー
ニ
ル
は
、
第
一
期
か
ら
第
二
期
へ
の
変
化
に
つ
い
て
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
組
織
的
選
好
が
変
化
し
た
と
は
論
じ
て
い
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
彼
女
は
、
こ
の
変
化
は
、
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
自
治
体
が
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
歩

み
寄
っ
た
要
因
は
、
中
央
政
府
の
政
局
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
女
は
、
地
方
自
治
体
が
、
一
九
八
七
年
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
三
選
を
受
け

て
、
無
意
味
な
抵
抗
を
続
け
る
こ
と
を
や
め
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
生
活
保
障
的
側
面
へ
の
支
出
拡
大
を
期
待
し
て
協
定
締
結
に
踏
み
切
っ
た
た
め

と
推
察
し
て
い
る
︵B

row
nill, 1993, p.153

︶。
他
方
で
、
彼
女
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
自
身
が
変
化
し
た
要
因
お
よ
び
、
地
方
自
治
体
に
歩
み
寄
っ
た
要

因
と
し
て
、
人
間
的
要
素
と
﹁
批
判
の
回
避
﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
人
間
的
要
素
と
は
、
第
二
代
議
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
ン
ソ
ン C

hristopher 

B
enson

︵
任
期
：
一
九
八
五
―
八
六
年
︶
と
第
二
代
副
議
長
の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ズ John M

ills

︵
任
期
：
一
九
八
五
―
八
七
年
︶
の
二
人
が
、
生
活
保

障
的
側
面
へ
の
理
解
が
深
く
、
ま
た
地
方
自
治
体
に
同
情
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。﹁
批
判
の
回
避
﹂
と
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
過
度
に
経
済
成
長
的

側
面
に
偏
重
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
、
地
方
自
治
体
と
協
定
を
締
結
し
、
批
判
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
す
︵B

row
nill, 

1993, p.153

︶。
彼
女
は
、
第
三
期
で
の
回
帰
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
因
に
よ
る
と
論
じ
る
。
ま
ず
、
ベ
ン
ソ
ン
と
ミ
ル
ズ
が
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
去
っ
た

後
、
第
四
代
事
務
局
長
に
就
任
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ソ
レ
ン
ソ
ン Eric Sorenson
︵
任
期
：
一
九
九
一
―
九
七
年
︶
が
生
活
保
障
的
側
面
に
冷
淡
で
あ

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
期
の
不
況
の
た
め
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
が
、
生
活
保
障
的
側
面
か
ら
手
を
引
き
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
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型
の
再
開
発
に
回
帰
し
た
こ
と
で
あ
る
︵B

row
nill, 1993, pp.188-191

︶。
こ
の
よ
う
に
、
彼
女
は
、
中
央
政
府
の
選
好
が
経
済
成
長
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
の
選
好
が
生
活
保
障
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
固
持
し
て
い
る
。

⒀　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
も
、
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
選
好
の
変
化
と
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治
体
の
関
係
の
変
化
を
本
質
的
な
も
の

と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
研
究
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ト
ニ
ー
・
ト
ラ
バ
ー
ス Tony Travers 

は
、
Ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
と
地
方
自
治

体
の
関
係
が
後
期
に
入
る
と
協
調
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︵Travers, 2004, pp.39-41

︶。
し
か
し
彼
は
、
事
実
の
指
摘

に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
の
探
究
や
変
化
の
論
証
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
。

⒁　

例
え
ば
、
日
本
の
地
方
自
治
体
の
都
市
計
画
に
お
け
る
市
場
迎
合
的
な
側
面
を
指
摘
し
、
日
本
の
地
方
自
治
体
が
、
経
済
成
長
的
側
面
重
視
型
の

都
市
再
開
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
研
究
と
し
て
、︵
北
原
、
一
九
九
八；

川
島
、
二
〇
〇
六
︶
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

⒂　

も
ち
ろ
ん
、
地
方
自
治
体
が
都
市
再
開
発
を
主
導
す
る
こ
と
自
体
に
、
肯
定
的
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
は
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、﹁
地
域
民
主
主

義 Local D
em

ocracy

﹂
の
議
論
は
、
再
開
発
の
内
実
よ
り
は
、
決
定
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
議
論
は
、
し
ば
し
ば
、

地
域
民
主
主
義
の
理
念
に
基
づ
い
た
都
市
再
開
発
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
主
導
に
よ
る
都
市
再
開
発
と
い
う
決
定
の
あ
り
方
と
、
生
活
保
障
的
側

面
重
視
型
の
都
市
再
開
発
と
い
う
内
実
を
結
び
付
け
た
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
ド
ッ
ク
ラ
ン
ズ
再
開
発
研
究
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
議
論
の
例
と

し
て
、︵
福
島
、
一
九
九
八
︶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

参
考
文
献
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本
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